
Simulator ドライバー

© 2024 PTC Inc. All Rights Reserved.



Simulator ドライバー

目次

Simulator ドライバー 1

目次 2

概要 2

設定 3

チャネルのプロパティ -一般 4

タグ数 4

チャネルのプロパティ -書き込み最適化 4

チャネルのプロパティ -詳細 6

チャネルのプロパティ -永続 6

Configuration API Service -チャネルのプロパティ 7

デバイスのプロパティ -一般 9

動作モード 9

タグ数 10

デバイスのプロパティ -スキャンモード 10

デバイスのプロパティ - タグ生成 11

Configuration API Services -デバイスのプロパティ 12

データ型の説明 14

アドレスの説明 15

8ビットデバイスアドレス 15

16ビットデバイスアドレス 15

シミュレーション関数 16

RAMP関数 17

RANDOM関数 17

SINE関数 17

USER 関数 17

イベントログメッセージ 19

アイテム状態データをロードできませんでした。理由 : <理由>。 19

アイテム状態データを保存できませんでした。理由 : <理由>。 19

索引 20

概要

Simulator ドライバーはSimulatorデバイスがHMI、SCADA、Historian、MES、ERPや多数のカスタムアプリケーション

を含むOPC クライアントアプリケーションに接続するための信頼性の高い手段を提供します。外部デバイスが必要なく、

OPC サーバーソフトウェア製品のテストのために提供されます。
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設定

サポートされるデバイス
8 ビット
16 ビット

注記 :各デバイスは、1000 の可変長、読み取り/書き込み文字列の場所に加え、10000 のアドレス指定可能な読み

取り/書き込みレジスタと定数の場所をサポートします。詳細については、アドレスの説明を参照してください。

チャネルとデバイスの制限値
このドライバーでサポートされているチャネルの最大数は1024 です。このドライバーでサポートされているデバイスの最大

数は、1 つのチャネルにつき 999 です。

デバイス ID
Simulatorデバイスは、1 から 999 までの範囲でデバイス ID を割り当てることができます。同じチャネル内で異なるモデル

タイプを使用している場合、一意のデバイス ID が必要です。

ライブデータシミュレーション
ドライバーは、レジスタのデータが整数データ型として読み取られるたびに、レジスタのデータを増加させることにより、ライブ

データをシミュレーションします。PLC のようなデバイスの簡単なレジスタベースのメモリをシミュレーションすることに加え、

Simulator ドライバーは4 つの高度なシミュレーション関数もサポートします。これらの新しいシミュレーション関数には、

RAMP、SINE、RANDOM、およびUSER 定義が含まれます。

各新規シミュレーションタグは、プログラミング言語にある関数呼び出しのように構築されます。各関数を使用するには、

必要なシミュレーションの効果を指定するために、適切なプロパティが適用されている必要があります。RAMPでは、変

更の速度、下限、上限、および増分値を設定するオプションがあります。SINEでは、変更の速度、下限、上限、周波

数、および位相を設定するオプションがあります。RANDOMでは、変更の速度、下限および上限を設定するオプション

があります。ただし、最も創造的な新規シミュレーション関数は、USER 定義関数です。

USER 定義関数には、同様に変更の速度を指定するオプションがあります。RAMP、RANDOM、および SINE関数の

プリセットシミュレーション出力とは異なり、USER 定義関数は一連のデータを作成するために使用されます。上限または

下限の代わりに、USER 定義関数ではコンマ区切りのアイテムが受け入れられます。アイテムのリストには、数値データま

たは文字列のデータを使用できます。リストが確立されると、USER 定義関数は、指定された速度でリストの要素を循

環します。USER 定義関数は、現実の出力および結果を反映するために使用する複雑なデモを作成できます。

詳細については、シミュレーション関数を参照してください。
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チャネルのプロパティ - 一般

このサーバーでは、複数の通信ドライバーを同時に使用することができます。サーバープロジェクトで使用される各プロトコ

ルおよびドライバーをチャネルと呼びます。サーバープロジェクトは、同じ通信ドライバーまたは一意の通信ドライバーを使

用する多数のチャネルから成ります。チャネルは、OPC リンクの基本的な構成要素として機能します。このグループは、識

別属性や動作モードなどの一般的なチャネルプロパティを指定するときに使用します。

識別

「名前」 :このチャネルのユーザー定義識別情報を指定します。各サーバープロジェクトで、それぞれのチャネル名が一意

でなければなりません。名前は最大 256 文字ですが、一部のクライアントアプリケーションではOPC サーバーのタグ空間

をブラウズする際の表示ウィンドウが制限されています。チャネル名はOPC ブラウザ情報の一部です。チャネルの作成に

はこのプロパティが必要です。
予約済み文字の詳細については、サーバーのヘルプで「チャネル、デバイス、タグ、およびタググループに適切な名前を

付ける方法」を参照してください。

「説明」 :このチャネルに関するユーザー定義情報を指定します。

「説明」などのこれらのプロパティの多くには、システムタグが関連付けられています。

「ドライバー」 :このチャネル用のプロトコル/ドライバーを指定します。チャネル作成時に選択されたデバイスドライバーを指

定します。チャネルのプロパティではこの設定を変更することはできません。チャネルの作成にはこのプロパティが必要で

す。
注記 :サーバーがオンラインで常時稼働している場合、これらのプロパティをいつでも変更できます。これには、クライア

ントがデータをサーバーに登録できないようにチャネル名を変更することも含まれます。チャネル名を変更する前にクライア

ントがサーバーからアイテムをすでに取得している場合、それらのアイテムは影響を受けません。チャネル名が変更された

後で、クライアントアプリケーションがそのアイテムを解放し、古いチャネル名を使用して再び取得しようとしても、そのアイ

テムは取得されません。大規模なクライアントアプリケーションを開発した場合は、プロパティを変更しないようにしてくださ

い。オペレータがプロパティを変更したりサーバーの機能にアクセスしたりすることを防ぐため、適切なユーザー役割を使用

し、権限を正しく管理する必要があります。

診断

「診断取り込み」 :このオプションが有効な場合、チャネルの診断情報がOPC アプリケーションに取り込まれます。サー

バーの診断機能は最小限のオーバーヘッド処理を必要とするので、必要なときにだけ利用し、必要がないときには無効

にしておくことをお勧めします。デフォルトでは無効になっています。
注記 : ドライバーで診断機能がサポートされていない場合、このプロパティは使用できません。
詳細については、サーバーのヘルプで「通信診断」を参照してください。

タグ数

「静的タグ」 :デバイスレベルまたはチャネルレベルで定義される静的タグの数を指定します。この情報は、トラブルシュー

ティングと負荷分散を行う場合に役立ちます。

チャネルのプロパティ - 書き込み最適化

サーバーは、クライアントアプリケーションから書き込まれたデータをデバイスに遅延なく届ける必要があります。このため、

サーバーに用意されている最適化プロパティを使用して、特定のニーズを満たしたり、アプリケーションの応答性を高めたり

することができます。
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書き込み最適化

「最適化方法」 :基礎となる通信ドライバーに書き込みデータをどのように渡すかを制御します。以下のオプションがありま

す。

l 「すべてのタグのすべての値を書き込み」 :このオプションを選択した場合、サーバーはすべての値をコントローラに

書き込もうとします。このモードでは、サーバーは書き込み要求を絶えず収集し、サーバーの内部書き込みキュー

にこれらの要求を追加します。サーバーは書き込みキューを処理し、デバイスにできるだけ早くデータを書き込む

ことによって、このキューを空にしようとします。このモードでは、クライアントアプリケーションから書き込まれたすべて

のデータがターゲットデバイスに送信されます。ターゲットデバイスで書き込み操作の順序または書き込みアイテム

のコンテンツが一意に表示される必要がある場合、このモードを選択します。

l 「非 Boolean タグの最新の値のみを書き込み」 :デバイスにデータを実際に送信するのに時間がかかっているため

に、同じ値への多数の連続書き込みが書き込みキューに累積することがあります。書き込みキューにすでに置か

れている書き込み値をサーバーが更新した場合、同じ最終出力値に達するまでに必要な書き込み回数ははる

かに少なくなります。このようにして、サーバーのキューに余分な書き込みが累積することがなくなります。ユーザー

がスライドスイッチを動かすのをやめると、ほぼ同時にデバイス内の値が正確な値になります。モード名からもわか

るように、Boolean 値でない値はサーバーの内部書き込みキュー内で更新され、次の機会にデバイスに送信さ

れます。これによってアプリケーションのパフォーマンスが大幅に向上します。

注記 :このオプションを選択した場合、Boolean 値への書き込みは最適化されません。モーメンタリプッシュボタ

ンなどのBoolean 操作で問題が発生することなく、HMIデータの操作を最適化できます。

l 「すべてのタグの最新の値のみを書き込み」 :このオプションを選択した場合、2 つ目の最適化モードの理論がす

べてのタグに適用されます。これはアプリケーションが最新の値だけをデバイスに送信する必要がある場合に特に

役立ちます。このモードでは、現在書き込みキューに入っているタグを送信する前に更新することによって、すべて

の書き込みが最適化されます。これがデフォルトのモードです。

「デューティサイクル」 :読み取り操作に対する書き込み操作の比率を制御するときに使用します。この比率は必ず、読

み取り 1 回につき書き込みが1 から 10 回の間であることが基になっています。デューティサイクルはデフォルトで 10 に設

定されており、1 回の読み取り操作につき 10 回の書き込みが行われます。アプリケーションが多数の連続書き込みを

行っている場合でも、読み取りデータを処理する時間が確実に残っている必要があります。これを設定すると、書き込み

操作が1 回行われるたびに読み取り操作が1 回行われるようになります。実行する書き込み操作がない場合、読み取

りが連続処理されます。これにより、連続書き込みを行うアプリケーションが最適化され、データの送受信フローがよりバラ

ンスのとれたものとなります。
注記 :本番環境で使用する前に、強化された書き込み最適化機能との互換性が維持されるようにアプリケーションの

プロパティを設定することをお勧めします。
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チャネルのプロパティ - 詳細

このグループは、チャネルの詳細プロパティを指定するときに使用します。すべてのドライバーがすべてのプロトコルをサポー

トしているわけではないので、サポートしていないデバイスには詳細グループが表示されません。

「非正規化浮動小数点処理」 :非正規化値は無限、非数 (NaN)、または非正規化数として定義されます。デフォルト

は「ゼロで置換」です。ネイティブの浮動小数点処理が指定されているドライバーはデフォルトで「未修正」になります。

「非正規化浮動小数点処理」では、ドライバーによる非正規化 IEEE-754 浮動小数点データの処理方法を指定でき

ます。オプションの説明は次のとおりです。

l 「ゼロで置換」 :このオプションを選択した場合、ドライバーが非正規化 IEEE-754 浮動小数点値をクライアント

に転送する前にゼロで置き換えることができます。

l 「未修正」 :このオプションを選択した場合、ドライバーは IEEE-754 非正規化、正規化、非数、および無限の

値を変換または変更せずにクライアントに転送できます。

注記 : ドライバーが浮動小数点値をサポートしていない場合や、表示されているオプションだけをサポートする場合、こ

のプロパティは無効になります。チャネルの浮動小数点正規化の設定に従って、リアルタイムのドライバータグ (値や配列

など)が浮動小数点正規化の対象となります。たとえば、EFMデータはこの設定の影響を受けません。

浮動小数点値の詳細については、サーバーのヘルプで「非正規化浮動小数点値を使用する方法」を参照してくださ
い。

「デバイス間遅延」 :通信チャネルが同じチャネルの現在のデバイスからデータを受信した後、次のデバイスに新しい要求

を送信するまで待機する時間を指定します。ゼロ (0)を指定すると遅延は無効になります。

注記 : このプロパティは、一部のドライバー、モデル、および依存する設定では使用できません。

チャネルのプロパティ - 永続
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「アイテム永続」 : 「有効化」を選択して、デバイスが実行間で K (定数)、R (レジスタ)、および S (文字列)アドレスの値

を維持するように設定します。シミュレーション関数のアイテム永続は現在サポートされていません。有効にした場合、

チャネルに設定した各デバイスのK、R、および Sアドレスすべてに保存した値は、サーバープロジェクトが閉じた際 (また

はサーバーがシャットダウンした際)にファイルに保存されます。これらの値は、次回サーバープロジェクトが開いた際にファ

イルから回復します。この機能を使用すると、各チャネルに対して独立したファイルが使用されます。デフォルトでは無効

に設定されています。
詳細については、シミュレーション関数を参照してください。

「データファイル」 :このチャネル上のデバイスに対し、データの保存場所を指定します。完全修飾パスとファイル名が必要

です。ドライバーによってそのパスにファイルとフォルダが作成されますが、ユーザーはこの機能を使用して、各 Simulator
チャネルに対して一意のファイルを指定する必要があります。

Configuration API Service - チャネルのプロパティ

以下のプロパティは、Configuration API Service を使用してチャネルを定義します。

一般プロパティ

common.ALLTYPES_NAME * 必須パラメータ

注記 :このプロパティを変更すると、APIエンドポイント URL が変更されます。

common.ALLTYPES_DESCRIPTION

サーバーメイン。MULTIPLE_TYPES_DEVICE_DRIVER * 必須パラメータ

サーバーメイン。CHANNEL_DIAGNOSTICS_CAPTURE

イーサネット通信プロパティ

サーバーメイン。CHANNEL_ETHERNET_COMMUNICATIONS_NETWORK_ADAPTER_STRING

詳細プロパティ
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servermain.CHANNEL_NON_NORMALIZED_FLOATING_POINT_HANDLING

書き込み最適化

サーバーメイン。CHANNEL_WRITE_OPTIMIZATIONS_METHOD

サーバーメイン。CHANNEL_WRITE_OPTIMIZATIONS_DUTY_CYCLE

関連項目 :サーバーヘルプシステムのConfiguration API Service のセクション

www.ptc.com

8



Simulator ドライバー

デバイスのプロパティ - 一般

デバイスは、通信チャネル上の1 つのターゲットを表します。ドライバーが複数のコントローラをサポートしている場合、

ユーザーは各コントローラのデバイス ID を入力する必要があります。

識別

「名前」 :デバイスの名前を指定します。これは最大 256 文字のユーザー定義の論理名であり、複数のチャネルで使用

できます。

注記 :わかりやすい名前にすることを一般的にはお勧めしますが、一部のOPC クライアントアプリケーションではOPC
サーバーのタグ空間をブラウズする際の表示ウィンドウが制限されています。デバイス名とチャネル名はブラウズツリー情報

の一部にもなります。OPC クライアント内では、チャネル名とデバイス名の組み合わせが "<チャネル名>.<デバイス名>"と
して表示されます。
詳細については、サーバーのヘルプで「チャネル、デバイス、タグ、およびタググループに適切な名前を付ける方法」を参

照してください。

「説明」 :このデバイスに関するユーザー定義情報を指定します。

「説明」などのこれらのプロパティの多くには、システムタグが関連付けられています。

「チャネル割り当て」 :このデバイスが現在属しているチャネルのユーザー定義名を指定します。

「ドライバー」 :このデバイスに設定されているプロトコルドライバー。

「モデル」 :この ID に関連付けられているデバイスのタイプを指定します。このドロップダウンメニューの内容は、使用され

ている通信ドライバーのタイプによって異なります。ドライバーによってサポートされていないモデルは無効になります。通信

ドライバーが複数のデバイスモデルをサポートしている場合、デバイスにクライアントアプリケーションが1 つも接続していな

い場合にのみモデル選択を変更できます。
注記 : 通信ドライバーが複数のモデルをサポートしている場合、ユーザーは物理デバイスに合わせてモデルを選択する

必要があります。このドロップダウンメニューにデバイスが表示されない場合、ターゲットデバイスに最も近いモデルを選択

します。一部のドライバーは "オープン"と呼ばれるモデル選択をサポートしており、ユーザーはターゲットデバイスの詳細を

知らなくても通信できます。詳細については、ドライバーに関するマニュアルを参照してください。

「 ID」 :デバイスのドライバー固有のステーションまたはノードを指定します。入力する ID のタイプは、使用されている通信

ドライバーによって異なります。多くの通信ドライバーでは、ID は数値です。数値 ID をサポートするドライバーでは、ユー

ザーは数値を入力でき、そのフォーマットはアプリケーションのニーズまたは選択した通信ドライバーの特性に合わせて変

更できます。フォーマットはデフォルトではドライバーによって設定されます。オプションには「10 進数」、「8 進数」、「16 進

数」があります。
注記 : ドライバーがイーサネットベースであるか、通常とは異なるステーションまたはノード名をサポートしている場合、デ

バイスのTCP/IPアドレスをデバイス ID として使用できます。TCP/IPアドレスはピリオドで区切った4 つの値から成り、各

値の範囲は0 から 255 です。一部のデバイス ID は文字列ベースです。ドライバーによっては、ID フィールドで追加のプロ

パティを設定する必要があります。

動作モード
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「データコレクション」 :このプロパティでは、デバイスのアクティブな状態を制御します。デバイスの通信はデフォルトで有効

になっていますが、このプロパティを使用して物理デバイスを無効にできます。デバイスが無効になっている場合、通信は

試みられません。クライアントから見た場合、そのデータは無効としてマークされ、書き込み操作は許可されません。このプ

ロパティは、このプロパティまたはデバイスのシステムタグを使用していつでも変更できます。

「シミュレーション」 :デバイスをシミュレーションモードに切り替えるかどうかを指定します。このモードでは、ドライバーは物

理デバイスとの通信を試みませんが、サーバーは引き続き有効な OPC データを返します。シミュレーションモードではデ

バイスとの物理的な通信は停止しますが、OPC データは有効なデータとしてOPC クライアントに返されます。シミュレー

ションモードでは、サーバーはすべてのデバイスデータを自己反映的データとして扱います。つまり、シミュレーションモード

のデバイスに書き込まれたデータはすべて再び読み取られ、各 OPC アイテムは個別に処理されます。(サーバーが再初

期化された場合などに)サーバーがアイテムを除去した場合、そのデータは保存されません。デフォルトは「いいえ」です。

注記 :
1. クライアントが切断して再接続するまで、更新は適用されません。

2. システムタグ (_Simulated)は読み取り専用であり、ランタイム保護のため、書き込みは禁止されています。このシステム

タグを使用することで、このプロパティをクライアントからモニターできます。

3. シミュレーションモードでは、アイテムのメモリマップはクライアントの更新レート (OPC クライアントではグループ更新レー

ト、ネイティブおよびDDE インタフェースではスキャン速度)に基づきます。つまり、異なる更新レートで同じアイテムを参

照する 2 つのクライアントは異なるデータを返します。

4. デバイスをシミュレートしたときに、クライアントで更新が1 秒未満で表示されない場合があります。

シミュレーションモードはテストとシミュレーションのみを目的としています。本番環境では決して使用しないでください。

タグ数

「静的タグ」 :デバイスレベルまたはチャネルレベルで定義される静的タグの数を指定します。この情報は、トラブルシュー

ティングと負荷分散を行う場合に役立ちます。

デバイスのプロパティ - スキャンモード

「スキャンモード」では、デバイスとの通信を必要とする、サブスクリプション済みクライアントが要求したタグのスキャン速度

を指定します。同期および非同期デバイスの読み取りと書き込みは可能なかぎりただちに処理され、「スキャンモード」の

プロパティの影響を受けません。

「スキャンモード」 :購読しているクライアントに送信される更新についてデバイス内のタグをどのようにスキャンするかを指定

します。オプションの説明は次のとおりです。
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l 「クライアント固有のスキャン速度を適用」 :このモードでは、クライアントによって要求されたスキャン速度を使用し

ます。
l 「指定したスキャン速度以下でデータを要求」 :このモードでは、最大スキャン速度として設定されている値を指

定します。有効な範囲は10 から 99999990 ミリ秒です。デフォルトは1000 ミリ秒です。

注記 :サーバーにアクティブなクライアントがあり、デバイスのアイテム数とスキャン速度の値が増加している場

合、変更はただちに有効になります。スキャン速度の値が減少している場合、すべてのクライアントアプリケーショ

ンが切断されるまで変更は有効になりません。

l 「すべてのデータを指定したスキャン速度で要求」 :このモードでは、指定した速度で購読済みクライアント用にタ

グがスキャンされます。有効な範囲は10 から 99999990 ミリ秒です。デフォルトは1000 ミリ秒です。

l 「スキャンしない、要求ポールのみ」 :このモードでは、デバイスに属するタグは定期的にポーリングされず、アクティ

ブになった後はアイテムの初期値の読み取りは実行されません。更新のポーリングは、_DemandPoll タグに書き

込むか、個々のアイテムについて明示的なデバイス読み取りを実行することによって、OPC クライアントが行いま

す。詳細については、サーバーのヘルプで「デバイス要求ポール」を参照してください。

l 「タグに指定のスキャン速度を適用」 :このモードでは、静的構成のタグプロパティで指定されている速度で静的タ

グがスキャンされます。動的タグはクライアントが指定したスキャン速度でスキャンされます。

「キャッシュからの初期更新」 :このオプションを有効にした場合、サーバーは保存 (キャッシュ) されているデータから、新た

にアクティブ化されたタグ参照の初回更新を行います。キャッシュからの更新は、新しいアイテム参照が同じアドレス、ス

キャン速度、データ型、クライアントアクセス、スケール設定のプロパティを共有している場合にのみ実行できます。1 つ目

のクライアント参照についてのみ、初期更新にデバイス読み取りが使用されます。デフォルトでは無効になっており、クライ

アントがタグ参照をアクティブ化したときにはいつでも、サーバーがデバイスから初期値の読み取りを試みます。

デバイスのプロパティ - タグ生成

自動タグデータベース生成機能によって、アプリケーションの設定がプラグアンドプレイ操作になります。デバイス固有の

データに対応するタグのリストを自動的に構築するよう通信ドライバーを設定できます。これらの自動生成されたタグ (サ
ポートしているドライバーの特性によって異なる)をクライアントからブラウズできます。

一部のデバイスやドライバーは自動タグデータベース生成のフル機能をサポートしていません。また、すべてのデバイス
やドライバーが同じデータ型をサポートするわけではありません。詳細については、データ型の説明を参照するか、各ドラ
イバーがサポートするデータ型のリストを参照してください。

ターゲットデバイスが独自のローカルタグデータベースをサポートしている場合、ドライバーはそのデバイスのタグ情報を読

み取って、そのデータを使用してサーバー内にタグを生成します。デバイスが名前付きのタグをネイティブにサポートしてい

ない場合、ドライバーはそのドライバー固有の情報に基づいてタグのリストを作成します。この2 つの条件の例は次のとお

りです。

1. データ取得システムが独自のローカルタグデータベースをサポートしている場合、通信ドライバーはデバイスで見つ

かったタグ名を使用してサーバーのタグを構築します。

2. イーサネット I/Oシステムが独自の使用可能な I/Oモジュールタイプの検出をサポートしている場合、通信ドライ

バーはイーサネット I/Oラックにプラグイン接続している I/Oモジュールのタイプに基づいてサーバー内にタグを自動

的に生成します。

注記 :自動タグデータベース生成の動作モードを詳細に設定できます。詳細については、以下のプロパティの説明を参

照してください。

「プロパティ変更時」 :デバイスが、特定のプロパティが変更された際の自動タグ生成をサポートする場合、「プロパティ変

更時」オプションが表示されます。これはデフォルトで「はい」に設定されていますが、「いいえ」に設定してタグ生成を実行

する時期を制御できます。この場合、タグ生成を実行するには「タグを作成」操作を手動で呼び出す必要があります。

「デバイス起動時」 : OPC タグを自動的に生成するタイミングを指定します。オプションの説明は次のとおりです。
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l 「起動時に生成しない」 :このオプションを選択した場合、ドライバーはOPC タグをサーバーのタグ空間に追加し

ません。これはデフォルトの設定です。

l 「起動時に常に生成」 :このオプションを選択した場合、ドライバーはデバイスのタグ情報を評価します。さらに、

サーバーが起動するたびに、サーバーのタグ空間にタグを追加します。

l 「最初の起動時に生成」 :このオプションを選択した場合、そのプロジェクトが初めて実行されたときに、ドライバー

がデバイスのタグ情報を評価します。さらに、必要に応じてOPC タグをサーバーのタグ空間に追加します。

注記 : OPC タグを自動生成するオプションを選択した場合、サーバーのタグスペースに追加されたタグをプロジェク

トとともに保存する必要があります。ユーザーは「ツール」 | 「オプション」メニューから、自動保存するようプロジェクトを

設定できます。

「重複タグ」 :自動タグデータベース生成が有効になっている場合、サーバーが以前に追加したタグや、通信ドライバーが

最初に作成した後で追加または修正されたタグを、サーバーがどのように処理するかを設定する必要があります。この設

定では、自動生成されてプロジェクト内に現在存在するOPC タグをサーバーがどのように処理するかを制御します。これ

によって、自動生成されたタグがサーバーに累積することもなくなります。

たとえば、「起動時に常に生成」に設定されているサーバーのラックで I/Oモジュールを変更した場合、通信ドライバーが

新しい I/Oモジュールを検出するたびに新しいタグがサーバーに追加されます。古いタグが削除されなかった場合、多数

の未使用タグがサーバーのタグ空間内に累積することがあります。以下のオプションがあります。

l 「作成時に削除」 :このオプションを選択した場合、新しいタグが追加される前に、以前にタグ空間に追加された

タグがすべて削除されます。これはデフォルトの設定です。

l 「必要に応じて上書き」 :このオプションを選択した場合、サーバーは通信ドライバーが新しいタグに置き換えてい

るタグだけ除去します。上書きされていないタグはすべてサーバーのタグ空間に残ります。

l 「上書きしない」 :このオプションを選択した場合、サーバーは以前に生成されたタグやサーバーにすでに存在する

タグを除去しません。通信ドライバーは完全に新しいタグだけを追加できます。

l 「上書きしない、エラーを記録」 :このオプションには上記のオプションと同じ効果がありますが、タグの上書きが発

生した場合にはサーバーのイベントログにエラーメッセージも書き込まれます。

注記 : OPC タグの除去は、通信ドライバーによって自動生成されたタグ、および生成されたタグと同じ名前を使用

して追加されたタグに影響します。ドライバーによって自動生成されるタグと一致する可能性がある名前を使用して

サーバーにタグを追加しないでください。

「親グループ」 :このプロパティでは、自動生成されたタグに使用するグループを指定することで、自動生成されたタグと、手

動で入力したタグを区別します。グループの名前は最大 256 文字です。この親グループは、自動生成されたすべてのタ

グが追加されるルートブランチとなります。

「自動生成されたサブグループを許可」 :このプロパティでは、自動生成されたタグ用のサブグループをサーバーが自動的

に作成するかどうかを制御します。これはデフォルトの設定です。無効になっている場合、サーバーはグループを作成しな

いで、デバイスのタグをフラットリスト内に生成します。サーバープロジェクトで、生成されたタグには名前としてアドレスの値

が付きます。たとえば、生成プロセス中はタグ名は維持されません。
注記 :サーバーがタグを生成しているときに、タグに既存のタグと同じ名前が割り当てられた場合、タグ名が重複しない

ようにするため、番号が自動的に1 つ増分します。たとえば、生成プロセスによってすでに存在する "AI22"という名前のタ

グが作成された場合、代わりに "AI23"としてタグが作成されます。

「作成」 :自動生成 OPC タグの作成を開始します。「タグを作成」が有効な場合、デバイスの構成が修正されると、ドラ

イバーはタグ変更の可能性についてデバイスを再評価します。システムタグからアクセスできるため、クライアントアプリケー

ションはタグデータベース作成を開始できます。
注記 :構成がプロジェクトをオフラインで編集する場合、「タグを作成」は無効になります。

Configuration API Services - デバイスのプロパティ

以下のプロパティはConfiguration API Service を使用してチャネルを定義します。

一般プロパティ

common.ALLTYPES_NAME * 必須パラメータ

common.ALLTYPES_DESCRIPTION

servermain.DEVICE_CHANNEL_ASSIGNMENT
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servermain.MULTIPLE_TYPES_DEVICE_DRIVER * 必須パラメータ

servermain.DEVICE_MODEL * 必須パラメータではありませんが、デフォルト値で問題ないかどうかを確認してください

servermain.DEVICE_ID_STRING * 必須パラメータ

servermain.DEVICE_DATA_COLLECTION

servermain.DEVICE_SIMULATED

スキャンモード

servermain.DEVICE_SCAN_MODE

servermain.DEVICE_SCAN_MODE_RATE_MS

servermain.DEVICE_SCAN_MODE_RATE_MS

servermain.DEVICE_SCAN_MODE_PROVIDE_INITIAL_UPDATES_FROM_CACHE

自動格下げ

servermain.DEVICE_AUTO_DEMOTION_ENABLE_ON_COMMUNICATIONS_FAILURES

servermain.DEVICE_AUTO_DEMOTION_DEMOTE_AFTER_SUCCESSIVE_TIMEOUTS

servermain.DEVICE_AUTO_DEMOTION_PERIOD_MS

servermain.DEVICE_AUTO_DEMOTION_DISCARD_WRITES

タグ生成

servermain.DEVICE_TAG_GENERATION_ON_STARTUP

servermain.DEVICE_TAG_GENERATION_DUPLICATE_HANDLING

servermain.DEVICE_TAG_GENERATION_GROUP

servermain.DEVICE_TAG_GENERATION_ALLOW_SUB_GROUPS

ヒント :自動タグ生成を起動するには、空のボディを持つPUTをデバイス上の taggeneration サービスエンドポイントに

送信します。
関連項目 :詳細については、サービスのヘルプを参照してください。

タイミング
servermain.DEVICE_CONNECTION_TIMEOUT_SECONDS

servermain.DEVICE_REQUEST_TIMEOUT_MILLISECONDS

servermain.DEVICE_RETRY_ATTEMPTS

servermain.DEVICE_INTER_REQUEST_DELAY_MILLISECONDS

関連項目 :サーバーヘルプシステムのConfiguration API Service のセクション
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データ型の説明

アクセス可能な各アドレスには、データ型が割り当てられている必要があります。Simulatorデバイスは、次のデータ型を

サポートしています。

データ型 説明

BCD 2 バイトパックされたBCD
値の範囲は0-9999 です。この範囲外の値には動作が定義されていません。

Boolean 1 ビット

Byte
符号なし 8 ビット値

ビット 0 が下位ビット

ビット 7 が上位ビット

Char

符号付き 8 ビット値

ビット 0 が下位ビット

ビット 6 が上位ビット

ビット 7 が符号ビット

Date 浮動小数点 OLE自動化日付 (VARIANT VT_DATEデータ型にマッピング)。

Double*
64 ビット浮動小数点値

ドライバーは最後の2 つのレジスタを上位 DWord、最初の2 つのレジスタを下位 DWord とするこ

とで、連続する 4 つのレジスタを倍精度値として解釈します。

Double の例
レジスタ K0001 がDouble として指定されている場合、レジスタ K0001 のビット 0 は64 ビットデー

タ型のビット 0 になり、レジスタ K0004 のビット 15 は64 ビットデータ型のビット 63 になります。

DWord
符号なし 32 ビット値

ビット 0 が下位ビット

ビット 31 が上位ビット

Float*
32 ビット浮動小数点値

ドライバーは最後のレジスタを上位 Word、最初のレジスタを下位 Word とすることで、連続する 2
つのレジスタを単精度値として解釈します。

Floatの例
レジスタ K0001 がFloatとして指定されている場合、レジスタ K0001 のビット 0 は32 ビットデータ

型のビット 0 になり、レジスタ K0002 のビット 15 は32 ビットデータ型のビット 31 になります。

LBCD 4 バイトパックされたBCD
値の範囲は0-99999999 です。この範囲外の値には動作が定義されていません。

Long

符号付き 32 ビット値

ビット 0 が下位ビット

ビット 30 が上位ビット

ビット 31 が符号ビット

LLong

符号付き 64 ビット値

ビット 0 が下位ビット

ビット 62 が上位ビット

ビット 63 が符号ビット

QWord
符号なし 64 ビット値

ビット 0 が下位ビット

ビット 63 が上位ビット

Short

符号付き 16 ビット値

ビット 0 が下位ビット

ビット 14 が上位ビット

ビット 15 が符号ビット

String Null 終端 ASCII文字配列

Word
符号なし 16 ビット値

ビット 0 が下位ビット

ビット 15 が上位ビット

*この説明は、64 ビットデータ型では最初のDWord を下位とし、32 ビットデータ型では最初のWord を下位とするデフォ

ルト設定のデータ処理を前提としています。
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アドレスの説明

Simulator ドライバーは、Bレジスタ、R レジスタ、Kレジスタ、および Sレジスタの4 種類のアドレスをサポートします。R
および Kレジスタは数値データです。Sレジスタは、長さが可変の文字列データの場所です。

Bレジスタは、コイルをシミュレーションし、真のBoolean 型です。Boolean レジスタではスキャン時に値が自動的に変更

されません。R レジスタは、Char、Byte、Word、Short、BCD、Long、DWord、LLong、QWord、またはLBCD のタイプ

として参照される際に、各読み取りで 1 だけ増分することによって、変化するデータをシミュレーションします。これらのデー

タ型の配列は、各読み取りで 1 だけ増分します。R レジスタがFloatまたはDouble 型として参照される場合、値は各

読み取りで 1.25 だけ増分します。FloatまたはDouble 型の配列は、各読み取りで 1.25 だけ増分します。各データ型

には、増分が発生する範囲があります。Float型では、範囲は0 から 32767 です。Double 型では、範囲は0 から

65535 です。

KおよびR レジスタには、ゼロの初期値があります。Sレジスタには、'文字列データ Sn'の初期値があります (n はレジス

タ番号)。

アドレス範囲とデータ型の仕様は、使用中のモデルによって異なります。Simulator ドライバーは、RAMP、SINE、
RANDOMおよびUSER 定義などの新しいシミュレーション関数もサポートします。詳細については、以下のリストからリ

ンクを選択してください。

8 ビットデバイスアドレス

16 ビットデバイスアドレス

8ビットデバイスアドレス

8 ビットデバイスのメモリ構成は、0 から 9999 までの番号が付けられたByte 位置のブロックとしてシミュレーションされま

す。各 Byte は、ブロックの始点からのオフセットとしてアドレス指定できます。各フォーマットのデフォルトのデータ型を太字

で示しています。

デバイスタイプ 範囲 データ型 アクセス

レジスタ

R0000-R9999
R0000-R9998
R0000-R9996
R0000-R9992

Byte、Char
Word、Short、BCD、
DWord、Long、LBCD、Float、
LLong、QWord、Double、
Date、Boolean

読み取り/書き込み

定数

K0000-K9999
K0000-K9998
K0000-K9996
K0000-K9992

Byte、Char
Word、Short、BCD
DWord、Long、LBCD、Float
LLong、QWord、Double、
Date、Boolean

読み取り/書き込み

ビット
R0000.0-R9999.7
K0000.0-K9999.7 Boolean 読み取り/書き込み

Boolean B0000-B9999 Boolean 読み取り/書き込み

文字列 S000-S999 String 読み取り/書き込み

注記 :

1. ビットレベルのBoolean を除くすべてのデータ型は、[r]または [r][c]表記をアドレスに追加することによって、配列

をサポートします。

2. 配列の最大サイズは、アドレスタイプの上限に基づきます。たとえば、バイトデータ型のR レジスタの配列の場

合、最大サイズは1000 要素になります。例 : R0000[1000]、Word の配列の最大サイズ、R0000[500]。

3. データ型に対して指定したアドレスは、フルサイズのデータ型を許可する必要があります。これは、ユーザーがデー

タの範囲外には書き込めないことを意味します。

関連項目 : シミュレーション関数

16ビットデバイスアドレス

16 ビットデバイスのメモリ構成は、0 から 9999 までの番号が付けられたWord 位置のブロックとしてシミュレーションされま

す。各 Word は、ブロックの始点からのオフセットとしてアドレス指定できます。各フォーマットのデフォルトのデータ型を太
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字で示しています。

デバイスタイプ 範囲 データ型 アクセス

レジスタ

R0000-R9999
R0000-R9998
R0000-R9996

Word、Short、BCD
DWord、Long、LBCD、Float
LLong、QWord、Double、
Date、Boolean

読み取り/書き込み

定数

K0000-K9999
K0000-K9998
K0000-K9996

Word、Short、BCD
DWord、Long、LBCD、Float
LLong、QWord、Double、
Date、Boolean

読み取り/書き込み

ビット
R0000.00-R9999.15
K0000.00-K9999.15 Boolean 読み取り/書き込み

Boolean B0000-B9999 Boolean 読み取り/書き込み

文字列 S000-S999 String 読み取り/書き込み

注記 :

1. ビットレベルのBoolean を除くすべてのデータ型は、[r]または [r][c]表記をアドレスに追加することによって、配列

をサポートします。

2. 配列の最大サイズは、アドレスタイプの上限に基づきます。たとえば、Word データ型のR レジスタの配列の場

合、最大サイズは1000 要素になります。例 : R0000[1000]、Word の配列の最大サイズ、R0000[500]。

3. データ型に対して指定したアドレスは、フルサイズのデータ型を許可する必要があります。これは、ユーザーがデー

タの範囲外には書き込めないことを意味します。

関連項目 : シミュレーション関数

シミュレーション関数

シミュレーション関数を使用して、現実のデータソースを大量に模倣するOPC アイテムを作成できます。各シミュレーショ

ン関数によって出力は異なりますが、速度、下限、および上限など多数の共通プロパティがあります。速度 (「変更の速

度」とも呼ばれます)は、シミュレーション値の状態が変更される頻度の指定に使用されます。速度の値は、10 から

3600000 の範囲の値が秒単位で入力されます。この変更の速度は、クライアントアプリケーションがデータを読み取る頻

度からは完全に独立しています。PLC のように、シミュレーション関数はバックグラウンドで常に実行されています。

下限と上限
下限と上限のプロパティは、シミュレーション関数によって生成されたデータの範囲またはスパンの指定に使用できます。

下限と上限のプロパティを使用してデータのスパンを調整すると、オフセットのシミュレーション値を作成することができま

す。制限をサポートするシミュレーション関数では、入力した範囲のフォーマットによって、シミュレーション値のデータ型が

決定されます。たとえば、RAMP タグが下限 75 および上限 3000 で入力された場合、結果のOPC アイテムはLong
データ型と見なされます。同じ RAMP タグが下限 75.123 および上限 3000.567 で入力された場合、結果のOPC アイ

テムはFloatデータ型と見なされます。これらの2 つの例ではデフォルトのデータフォーマットはFloatまたはLong のいず

れかでしたが、任意のシミュレーション関数に対する出力フォーマットとして、使用可能な任意のデータ型を選択できま

す。ただし、下限と上限によって指定された範囲は、必要なデータ型の選択に一致する必要があります。

上記のレジスタベースのアドレスとは異なり、入力できるシミュレーション関数の数に制限はありません。一意のプロパティ

を持つシミュレーション関数は、新規のシミュレーション値と見なされます。したがって、クライアントアプリケーションの複数

の場所で同じ値を読み取る目的でアドレス指定のシミュレーション関数を作成する際には、それぞれの場合についてシ

ミュレーション関数を同じ方法で入力することが重要です。

シミュレーション関数は読み取り専用オブジェクト
シミュレーション関数は読み取り専用オブジェクトです。クライアントアプリケーションがシミュレーション関数からデータの読

み取りを開始すると、クライアントアプリケーションによってアイテムが削除されるまで、関数はデータの生成を続行します。

浮動小数点のプロパティを入力する際は、シミュレーション関数には指数形式での数値を入力できません。

関数の定義
RAMP関数
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RANDOM関数

SINE関数

USER関数

RAMP 関数

RAMP(速度 ,下限 ,上限 ,増分)
RAMP関数を使用して、数値の範囲内で増分または減分する値を作成できます。必要な範囲を設定するには下限と

上限を使用する必要があります。下限と上限を調整して、生成されたデータへのオフセットを適用できます。増分値は、

正の値または負の値のどちらにも設定できます。増分値が正の値の場合、生成された値は、下限から上限へ指定した

速度で傾斜します。増分値が負の値の場合、生成された値は、上限から下限へ指定した速度で傾斜します。下限、

上限、および増分の値は、整数または浮動小数点の形式で入力できます。

サポートされるデータ型
Byte、Char、Word、QWord、DWord、Short、Long、LLong、Float、Double

例
RAMP(120, 35, 100, 4)
この関数により、120 ミリ秒ごとに4 ずつ増分しながら 35 から 100 まで増加する値が作成されます。

RAMP(300, 150.75, 200.50, -0.25)
この関数により、300 ミリ秒ごとに0.25 ずつ減分しながら 200.50 から 150.75 まで減少する値が作成されます。

RANDOM 関数

RANDOM(速度 ,下限 ,上限)
RANDOM関数を使用して、特定の数値の範囲内で不規則に変化するアイテムを作成できます。必要な範囲を設定

するには下限と上限を使用する必要があります。下限と上限を調整して、生成されたデータへのオフセットを適用できま

す。

サポートされるデータ型
Byte、Char、Short、Word、DWord、QWord、Long、LLong、Float、Double

例
RANDOM(30, -20, 75)
これにより、30 ミリ秒の速度で -20 から 75 の間で不規則に変化する値が作成されます。

SINE 関数

SINE(速度 ,下限 ,上限 ,周波数 ,位相)
SINE関数は、正弦関数の値の変更に従うアイテムの作成に使用できます。必要な範囲を設定するには下限と上限を

使用する必要があります。下限と上限を調整して、生成されたデータにオフセットを適用することができます。周波数プロ

パティを使用して、必要な波形をヘルツ単位で指定できます。有効最大周波数は約 5 ヘルツです。周波数プロパティの

有効な範囲は0.001 ヘルツから 5 ヘルツです。位相プロパティを使用して、特定の角度によって生成された正弦波をオ

フセットできます。位相は、0.0 から 360.0 までの範囲内で入力する必要があります。この場合、速度プロパティは、この

シミュレーション関数の動作方法において重要な役割を果たします。この関数から正弦関数の良好な出力を得るには、

速度は必要な周波数より少なくとも 2 倍速くなければなりません。たとえば、ユーザーが、約 200 ミリ秒の速度で変化す

る 5 ヘルツの正弦波を要求している場合、速度プロパティは最大で 100 ミリ秒に設定する必要があります。正弦波で最

大の結果を得るには、速度を 10 または20 ミリ秒に設定することをお勧めします。SINE関数の速度の有効な範囲は

10-1000 ミリ秒です。

サポートされるデータ型
Float、Double

例
SINE(10, -40, 40, 2, 0)
これにより、-40 から 40 の範囲内で位相シフトのない周波数 2 ヘルツの正弦関数の値が作成されます。

USER 関数

USER(速度 ,ユーザー値1,ユーザー値2,ユーザー値3, ...ユーザー値N)
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USER 関数は、シミュレーション関数によって返されるデータ型の定義において、最も柔軟性が高い関数です。指定した

範囲で動作するその他の関数とは異なり、USER 関数は、指定した速度で周期的に繰り返す一連の数値または文字

列値を指定するために使用できます。入力した値は、このアイテムのデータ型の決定に使用されます。たとえば、ユーザー

値の1 つとして 100.45 の値が入力された場合、シミュレーションオブジェクトの出力は浮動小数点のデータと見なされま

す。入力されたユーザー値の1 つが "Hello World"であった場合、シミュレーションオブジェクトの出力は文字列データと

見なされます。これらのデフォルトの選択は、アイテムが定義されたときに目的のデータ型を指定することによってオーバー

ライドできます。

注記 :ユーザー値を文字列として入力する際、その前にバックスラッシュ (円記号) "\,"を付けることによって文字列値内

にコンマを入力できます。

サポートされるデータ型
Bool、Byte、Char、Short、Word、DWord、QWord、Long、LLong、Float、Double
注記 : USER シミュレーション関数に入力された値は、デフォルトのデータ型の決定に使用されます。

例
USER(250, Hello, World, this, is, a, test)
これにより、シーケンス内の1 つの単語から次の単語に250 ミリ秒の速度で代わる String データ型の値が作成されま

す。

USER(20, 1.25, 100.56, 200.11,75.1)
これにより、シーケンス内の1 つの浮動小数点の値から次の浮動小数点の値に20 ミリ秒の速度で代わる Floatデータ

型の値が作成されます。

USER(50, 1,1,0,1,0,1,0,0,1,1,1,0,0,0)
これにより、シーケンス内の1 つのBoolean 状態から次のBoolean 状態に50 ミリ秒の速度で代わる Boolean 型の値

が生成されます。これにより、非常に複雑なビットのパターンを作成できます。

USER(1000, In this case\, , I needed to use a \, in , my text)
これらの文字列内の "\,"は、テキスト値内にコンマを配置するために必要でした。さらに、各値のテキストには、必要に応

じて文または文の断片を指定できます。
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イベントログメッセージ

次の情報は、メインユーザーインタフェースの「イベントログ」 枠に記録されたメッセージに関するものです。「イベントログ」

詳細ビューのフィルタリングとソートについては、OPC サーバーのヘルプを参照してください。サーバーのヘルプには共通メッ

セージが多数含まれているので、これらも参照してください。通常は、可能な場合、メッセージのタイプ (情報、警告) とト
ラブルシューティングに関する情報が提供されています。

アイテム状態データをロードできませんでした。理由 : <理由>。
エラータイプ:
警告

考えられる原因 :

1. 指定された理由により、ドライバーはアイテム状態データをロードできませんでした。

2. データファイルが破損しています。

3. ディスク容量が不十分です。

4. パス内のドライブが無効です。

5. データファイルが削除または名前変更されています。

解決策 :
エラーメッセージ内の理由によって解決策が異なります。ファイルの破損または削除の場合、前の状態のデータは失われ

ます。

アイテム状態データを保存できませんでした。理由 : <理由>。
エラータイプ:
警告

考えられる原因 :

1. 指定された理由により、ドライバーはアイテム状態データを保存できませんでした。

2. データファイルが破損しています。

3. ディスク容量が不十分です。

4. パス内のドライブが無効です。

5. データファイルが削除または名前変更されています。

解決策 :
エラーメッセージ内の理由によって解決策が異なります。ファイルの破損または削除の場合、前の状態のデータは失われ

ます。
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